
トラフグTakifugu rubripesは，我が国で漁獲され

るフグ類の中では最も高価な魚種である。トラフグ養

殖の歴史は古く，1935年頃から畜養技術の開発，1954

年には長崎水試による人工孵化と稚魚までの飼育養成

が行われた（藤田，1962）。1965年頃から種苗放流が始

まり，放流場所の拡大とともに1985年から放流技術開

発調査事業により人工種苗の大量生産に向けて，天然

における生態調査や多くの飼育実験が盛んに行われる

ようになった。産卵に関しては効果的な種苗生産を行

うため採卵促進のホルモン投与等に関する知見が多く

蓄積されている。しかし，天然海域における産卵生態，

とりわけ環境要因が及ぼす影響に関する知見は散見さ

れるのみで，まとまった総説も見られない。本報告で

は，産卵回遊や生殖機構について今までの知見を整理

し，それらに関連する水温の知見も併せて概説した。

産卵場

トラフグは，我が国では北海道南部から鹿児島まで

の太平洋沿岸，日本海沿岸大陸側ではウラジオストッ

ク，朝鮮半島，中国大陸，台湾までの日本海，渤海，

黄海，東シナ海に分布している。我が国における主な

産卵場としては，不知火海湾口，有明海湾口，福岡湾

口，関門海峡一帯，尾道周辺海域，備讃瀬戸，伊勢湾

口安乗沖，若狭湾，能登島および秋田・天王町沿岸な

どが知られている（藤田，1996）（Fig. 1）。産卵期は

南が早く北が遅い傾向にあり（藤田，1988），九州西岸

は 3月下旬～ 5月中旬（藤田，1962），瀬戸内海では 4

月下旬～ 5月（藤田，1962； Kusakabe et al., 1962），

伊勢湾口部で 4 月上旬～下旬，若狭湾で 4 月～ 5 月

（藤田，1988）である。九州から伊勢湾口にかけての産

卵水温は14～18℃，産卵床は水深10～50mの海底で，

流速は速く，底質は貝殻混じりの細砂～粗礫に形成さ

れる（鈴木，2001）。

産卵行動についての報告はないが，飼育水槽（ 3 m

深）の約 1 m程度の水深において複数の雄が数日間に
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わたり雌を追尾し，その後自然産卵が行われ，正常に

ふ化したことが確認されている（町田，未発表）。

Tokai et al., (1993）の報告では，瀬戸内海のトラフ

グを対象とした漁業者が産卵場で複数の雄が雌を追尾

する行動を目撃しており，水槽内で観察された行動と

一致していることから，トラフグは雌 1尾に対し複数

の雄が関与するといった産卵行動を示す可能性が高い

と思われる。産卵は 1回あるいは極めて短期間に完了

し（Kusakabe et al., 1962），放卵後雌は産卵場を去

るが，雄は産卵場に留まり，複数の産卵に関与する。

以上のような産卵習性及び漁具特性から，産卵親魚を

対象とした漁業では，漁獲物の性比が雄に偏る傾向が

ある（藤田，1962；神谷ら，1992）。

ふ化・仔稚魚

卵は球形の沈性粘着卵であり，飼育実験では，ふ化

までに 7～12日を要し，平均水温（θ：℃）とふ化ま

での所要時間（T：日）の関係は T＝42.655－2.0596θ

で表される（立石, 1984）（Fig. 2）。生殖腺原基は

ふ化後 7日後には形成され，卵巣の分化は，ふ化後45

～50日，精巣の分化はふ化後55日以降に判別できる

（松浦，1997）。

仔・稚魚期（ 5～ 6月）は，産卵場近くの淡水の影

響の強い汽水域に集まり，稚魚期（ 7～ 8月）には次

第に沖へ行き，それ以降さらに遠方へ移動する（佐藤

ら，1995）。

移動・産卵回遊

九州や瀬戸内海では，トラフグ幼魚は 7月に全長40

～50mm，8月に70～100mmに成長し，干潟の沖で小

型定置網や小型底びき網に入網し始めるが，10月末に

水温の降下が始まると，16℃前後を境にして内海の沖

合や湾口に移動を始める。当歳魚は，湾内に留まるも
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Fig. 1. トラフグの産卵場の分布と場所（藤田，1996）．

Fig. 2. トラフグ卵の水温とふ化日数との関係（立石，1984）．



のと外海との連絡水域に移動するものがある。13～14

℃以下ではほとんど摂餌しなくなり成長も止まって海

底の砂泥中に埋没して越冬する（藤田，1996）。

トラフグの分布・回遊は産卵場と関連して発育段階

毎に生息海域がある程度限定される。瀬戸内海のトラ

フグは当歳魚から漁獲対象となり，成長するに従い関

門海峡及び豊後水道から外海へ移動し（Fig. 3），それ

以降は外海域（黄海，東シナ海など）で生息する（佐

藤ら，1995）。花淵（1982）は漁場の漁獲努力量の推移

から，トラフグの分布は 9月に黄海域，11月には黄海

の全域に広がると同時に済州島にも南下し，1月には

済州島から九州沿岸域へ広がって 3，5月には九州沿岸

により接近すると報告している。この移動・回遊は水

温の低下とともに行われ，これらの群には未成魚と成

魚が含まれ，成魚については日本沿岸への産卵回遊群

と，産卵時期がやや遅い韓国沿岸の産卵場への回遊群

から構成されている（佐藤ら，1995）。 雄は 2歳，雌

は 3歳で成熟する（山口県・福岡県，1986）。田川ら

（1996）や内田ら（1991）の標識放流試験結果では，東

シナ海，黄海，玄界灘，豊後水道域などにおいては幼

魚期，未成魚期及び成熟期に産卵場の異なる群が混じ

り合うことが報告されており，尾道周辺海域を産卵場

とする群では，産卵期に放流した成魚が翌年再び同じ

産卵場に回帰することが標識放流試験結果により証明

されている（佐藤ら，1999）。トラフグの回遊と水温の

関係に関する一例として，浅海定線の観測データを用

いて解析した結果，尾道周辺を産卵場とする群では，3

月における回遊経路上の九州沿岸の底層水温と尾道周

辺の産卵親魚の盛漁期の間に一定の関係が認められ，3

月の回遊経路上の水温により 4～ 5月にかけての産卵

場周辺の親魚対象漁業の盛漁期がある程度予測可能で

あった＊1（Fig. 4）。以上のことは回遊途上海域での水

温を指標として，主要な産卵群の来遊時期を予測可能

とするものと思われる。

成熟

東シナ海・黄海の延縄漁で漁獲されたトラフグの生

殖巣の観察より，雄は黄海からの南下時にすでに成熟

を開始しているものも出現しているが，雌では南下後

沿岸に向かう途中で成熟を開始することが知られてい

る（松浦，1993）。また，鈴木ら（1996）は瀬戸内海の
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Fig. 3. 瀬戸内海におけるトラフグの年齢別の漁期，図中の数字は月（平成元年度広域資源培養
管理推進事業報告書，1991；檜山，1981；伊東・山口，1987）．

＊1 柴田玲奈・佐藤良三・鈴木伸洋，1997 :瀬戸内海中西部におけるトラフグの盛漁旬と水温の関係，平成 9年度日本水産学会
秋季大会講演要旨集，p.183.
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産卵場近傍で漁獲されるトラフグの成熟について，雄

の精巣はほぼ成熟状態にあるが，卵巣は最終成熟に至っ

ていないことを報告しており，雄の方が一般の魚類で

見られるよりかなり早くから繁殖の準備に取りかかり，

産卵場には遅くまで滞留し，繁殖に寄与しているのが

特徴である（松浦，1993）。

その他

トラフグには幼時雌雄同体現象は認められていない

（松浦，1994）が，未成魚や成魚については雌雄同体個

体の出現が報告されている（鈴木，1997）。

また，特異的現象としてトラフグ属の魚類について

は天然交雑が認められている。トラフグ属 6種の核型

は互いによく類似し，遺伝的にも非常に近縁な関係に

あり，このことがこの属における天然交雑フグの出現

原因の一つであるとされている（Miyaki et al.，

1995）。

トラフグは近年の漁獲量減少に伴い，九州・山口北

西海域や伊勢湾・三河湾での資源回復計画によるTAE

（漁獲努力量の総量管理対象）種に選定されている。ト

ラフグ資源にとって，水温は再生産，加入，成長に与

える影響が大きいと考えられることから，資源の回復

を考慮する上でも，その産卵生態に与える水温の影響

について早急に把握する必要があると思われる。
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Fig. 4. 3月における回遊途上海域（沖の島）の水温と産卵場周辺（走島）での盛漁期の関係．
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